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供試品種:ひとめぼれ(OTyZa Saliva L. cv. Hitomebore)




冬期湛水.耕起栽培 冲ﾈｴ??ﾉ{?5b?(ﾆ颱?(/??"?宙嶌ｧyNﾉ{??ｸｧxﾘy?E?(,ﾒ?8諍w?ﾈｴ?ﾒ?~期湛水:土壌が還元状態 に保たれ,生物(イトミミ ズ)の活動により土が盛り 上がる-雑草の冬の生育, 春の発芽の抑制o水生生物 相の増加○ 不耕起:省力.省エネル 
冬期湛水.不耕起栽培 
非冬期湛水.耕起栽培 
非冬期湛水. 不耕起栽培 僭ﾉ5ﾘｫx?D?ｒ?M-.代かき濁水の流出防 止○ 秋代かき:収穫後の表土が 均平.膨軟になる-雑草種 子の埋没.不耕起移植精度 
秋代かき.冬期湛水. 
不耕起栽培 凾ﾌ向上.植物残漆のすき込 みによる早期の無機化促進○ 有機栽培:化学肥料.農薬 
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調査は,生後7, 14, 21, 35, 42日齢の朝の輔乳前に①
体重測定, ②体尺測定(体高･胸囲･腹囲･ロまわり) ③









③　血液分析の結果,総タンパク, ALB, BUN, GOT, Na,
K,ビタミンA,遊離脂肪酸, -マトクリットには有
意差は無かった｡しかし,血糖値は生後42日目に放
牧区でハッチ区より有意に低くなった(p<0.05)｡
④　下痢の発生は両区において認められなかった｡
